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〒221-0052 神奈川県横浜市神奈川区栄町１番地１ 

         アーバンスクエアー横浜８階 

TEL ０４５－４６１－２３３４（代） 
 
 

 
 

 
 
 
 

ＶＲシリーズ 
 



         ＬＰガス事業者 

         ＬＰガス工事施工者の 

         皆様へ 
                       １、製品説明 

                 ２、安全のために 

                 ３、設備工事 

                 ４、維持管理 

は じ め に 
 

この取扱説明書は製品説明・安全のために・設置工事・維持管理の順に作成してあります。 

 お客様に都市ガスを安全・快適に使用していただくため、ガス事業法を遵守するほか、この取扱説明書を

良く読んでＬＰガス設備の安全を図ってください。 

なお、この説明書で   や   を付してありますが、   は禁止、   は警告又は注意を表したも

のです。 
 
 

説明文における記号の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       「禁止」          「警告又は注意」 



１   製品説明 
 

 「遮断弁 VR シリーズは「専用コントローラ」と連動し、室内からの遠隔操作で弁を開閉できる遮断弁で

す。内蔵した圧力スイッチにより配管内の圧力を常時監視し、弁開状態においては上流・下流両側の圧力低

下を、また、弁止状態においては下流側の圧力低下を検知して緊急遮断あるいは微小漏えい警告を発します。

弁止状態から再びガスを使用するために遠隔操作で弁を開くときは改めて配管内の漏えいの有無を自動チ

ェックし、異常が無い時に初めて弁を開ける機能（復帰安全確認機能）を有しています。もちろんガス漏れ

警報機（２段階電圧出力タイプ）や感震器、他の防災機器（ａ接点信号出力）との連動遮断も可能です。詳

細はコントローラの取扱説明書をご覧下さい。 
 

       この製品は（一財）日本ＬＰガス機器検査協会の行う 
検査に合格した製品です。マークを確認して下さい。 

 
製品には「保証書」、「取扱説明書」を同梱してありますの 
で確認してください。 

仕 様 

型   式 ＶＲ－２５    ＶＲ－４０ ＶＲ－５０ 
適合コントローラ ＫＭ－６７３ 
口   径 ２５Ａ ４０Ａ ５０Ａ 
接   続 Ｒｃ１ Ｒｃ１・1/2 Ｒｃ２ 
流量 (△p=0 .1kPa) ７．８Ｎｍ３／ｈ（空気） １７．４Nｍ３／ｈ（空気） ２８．２Nｍ３／ｈ（空気）

面  間  寸  法 ９０ｍｍ １２８ｍｍ ２１０ｍｍ 
重   量 １．１ｋｇ ３．５ｋｇ ７．９ｋｇ 
耐   圧 ０．１ＭＰａ 
気 密 試 験 圧 力 外部漏れ１０ｋＰａ、内部漏れ４．２ｋＰａ 
本  体  材  質 ＡＤＣ１２ ＦＣＤ４５０ 
使 用 温 度 範 囲 －２５℃～７０℃ 
許 容 遮 断 回 数 １０，０００回 
復 帰 安 全 動 作 圧 １．４～１．９ｋＰａで復帰 
低 圧 遮 断 圧 力 １．４～１．９ｋＰａで遮断 
構   造 防滴型 
取  付  姿  勢 水平または垂直（キャップ、上または横向き） 
表 次 型     式   ＶＲ－○○ 

端子箱表面 
最大使用圧力   ３．５ｋＰａ 
口 径 サ イ ズ   インチサイズ表示 
製造事業者名称   株式会社 桂精機製作所 

製造年月、製造番号 
 ガスの流れ方向   矢印により表示 バルブ本体 

〈各部の名称〉 

                             〈ＶＲ－２５・４０・５０〉 
 
 
 
 



２   安全のために 
 

この製品は、表示されているＬＰガス専用の遮断弁です。 
ＬＰガス以外に使用すると機能が損われる恐れがあります 
ので他の用途には使用しないでください。 

 
 
     遮断弁は、工場で精密に組付けたものです。分解、 

改造するとガス漏れによる事故発生の原因となり 
ますので絶対に改造しないでください。 

 
 
     この製品は衝撃を受けるとガス漏れ等の事故につ 

ながる恐れがありますので、絶対に叩いたり、物 
を当てたり、重い物を落としたりして衝撃を与え 
ないでください。 

        

 

３   設置工事 
 
     遮断弁の設置・取付工事は、ＬＰガス設備士の資格を 
     有する方が施工してください。 
 

〈設置場所〉 
     
     遮断弁は原則としてガスメータより下流側に取り付けてください。 
     （埋設管がある場合は、埋設管より上流側に設置し、露出管部は外気温の影響を受けないように

施工してください。） 
 
     遮断弁は保守点検、操作等の容易な場所に取り付けてください。 
 
 
 
    次の場所には取り付けないでください。事故や故障、誤作動の原因になることがあります。 
     ・ガスが滞留する恐れのある場所。 
     ・凍結、結露及び雪害等の恐れのある場所。 
     ・人、物などがぶつかったり、落下物による衝撃等を受けやすい場所。 
     ・風雨にさらされる場所や水がかかったり、水滴のつく場所。 

・火気に近い場所、炎や輻射熱を受ける場所。 
・有害ガス（例：アンモニア、亜硫酸ガス等）の影響を受ける恐れのある場所。 

 
 
 
 
 
 
 
 



     〈取付姿勢〉 
     遮断弁はキャップが上または横向きになるように設置してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     〈配管接続〉 
     遮断弁を配管等と接続する際には、ガス漏れ等の発生を防ぐため、ネジ部の切粉、切削油、ゴミ等の

異物を完全に取り除いてください。 
 
 
     遮断弁のネジ接続には、接続するネジの先端２山を残し全周に耐ガス性の不乾性シール剤を使用

してください。 
 
 
     本体ネジ部（Ｒｃネジ）は過度に締め付けると破損する恐れがありますので、Ｒｃ１以下のねじ

は６０Ｎ・ｍ以下Ｒｃ１を越えＲｃ２以下のねじは８５Ｎ・ｍ以下の適切なトルクで締め付けて

ください。 
 

     〈コントローラとの結線〉 

     ＡＣ１００Ｖの配線は、電気工事士の資格が必要です。 
 

 

     配線工事は、電気設備技術基準や内線規定の関連事項に従ってください。 
 

 

     延長用の信号線は、シールド線をご使用してください。（ノイズの影響を抑えるためです） 
この場合、線が色分け（白、黒、赤、緑）してあるものをご使用ください。（弊社にございます

のでご相談ください。） 
 

     配線の長さは信号線の往復の線間抵抗が２．０Ω以下となるよう、可能な限り太い信号線をご使 
用ください。尚、各信号線の太さによる最大配線可能距離は次表によります。 

 

太さ ０．５ｍｍ２ ０．７５ｍｍ２ １．２５ｍｍ２ ２．０ｍｍ２ 

配線距離 ２５ｍ ３７ｍ ６２ｍ １００ｍ 

 

 

遮断弁とコントローラ間の配線は、必要に応じて電線管等で保護することをお勧めします。 

 



遮断弁からの線と延長用の信号線は、付属の圧着端子を用いて以下の容量で接続してください。 

① 信号線のキャブタイヤコード（ＶＣＴＦ）の外皮かの端から５ｃｍ程度の場所をナイフで

中の線の被覆を傷つけないように注意しながら、浅く傷つけます。 

② 次に、この部分を中の被覆が見えるまで強く折り曲げてください。中の被覆が全体的に見

えたら、外の被覆を引き抜きます。 

③ 信号線の皮を約１０ｍｍむきます。（下図Ａ参照） 

④ 信号線と遮断弁の線の色（白、黒、赤、緑）を同色に合わせて、それぞれ先端をそろえて

一緒にねじり、圧着端子に入れて圧着ペンチで接続部をつぶしてください。（下図Ｂ参照） 

⑤ 信号線がしっかり接続されたことを信号線を引っ張って確認して下さい。 

⑥ 絶縁、防水処理剤（スリーボンド５２１１等）を圧着端子内部に充填してください。 

⑦ 最後に事故融着テープ（日東電工№１３Ｎ等）で接着部をコードの上まで充分巻いてくだ

さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 

《結線方法》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    遮断弁信号線の色とコントローラの端子の色は異なります。端子に貼り付けた表示シールとおりに

結線してください。 
 
 
 



     〈圧力検知式漏洩検知機能〉 
 

このシステムは遮断弁より下流における配管漏えいを検知する機能を有しております。弁止後

一定時間内に下流の配管内圧力が１．４ｋＰａ以下になるとコントローラに表示します。（詳し

くはコントローラの取扱説明書をお読みください。） 
 
     《検知能力保証範囲》 

遮断弁より下流の配管サイズの決定の際には、ガスの消費量、圧力損失等を充分に考慮し、か

つ配管長さは次表の許容範囲内となるようにしてください。 
 

呼 び ２５Ａ ３２Ａ ４０Ａ ５０Ａ 

許容長さ（m） ７９ ４７ ３５ ２１ 
     （注意：検知時間 15 分の場合） 

       

また、露出配管部は外気温度の影響を受け、検知性能に支障をきたす場合がありますので、外

気温度の影響を受けないよう施工してください。 

 

 

     〈遮断弁設置後のテスト方法〉 

 

     《遮断弁コイル信号線の総線間抵抗の測定》 

① この測定は信号線をコントローラの端子に接続してない状態で行ってください。接続した

まま測定すると、コントローラの内部回路の影響で正確な測定が出来ない場合があります。 

② 測定はテスターを抵抗（Ω）モードにし、信号線の先端（コントローラにつなぎ込む部分

で「白」と「黒」の線）に測定リードをあてて、抵抗値が５．５～７．５Ωの範囲内であ

る事を確認してください。 

 

＊測定した抵抗値は遮断弁のコイル抵抗を含んだ値です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
      《気密試験》 

① この試験はコントローラに通電する前に行います。この場合、弁の「開－止」は手動で行

ってください。 
② 配管を含めた気密試験を８．４ｋＰａ以上、１０ｋＰａ以下の圧力で行ってください。こ

の場合弁は「開」の状態で試験をしてください。 
 

＊１０ｋＰａを超える圧力を加えますと故障しますのでご注意ください。 
 
③ 弁通過漏れ試験は弁を「止」として、遮断弁の上流側から４．２ｋＰａの圧力を加えて下

流側に漏れないことを確認してください。 
④ 弁通過漏れ試験が終了しましたら再度弁を「開」とし、末端の燃焼器具にてエアパージを

行ってください。 
 
      ＊試験後、外したキャップは確実に元通りに取り付けてください。 
 
     〈弁作動試験〉 

① この試験は気密試験及びコントローラとの結線がすべて終了した後、コントローラにＡＣ

１００Ｖを通電し電源スイッチを「ＯＮ」にしてから以下の手順で行います。 
 
＊遮断弁の弁は「開」の状態から始めますので、もし弁が「止」となっている場合はコントロ

ーラの電源スイッチを一旦「ＯＦＦ」にし、手動で弁を開にしてください。 
 
②コントローラの操作ボタンによる弁「止」テスト 

1） 遮断弁を含む配管系統に２．３ｋＰａ～３．５ｋＰａの圧力でガスを封入してください。 
2） コントローラの弁「止」ボタンを押し、遮断弁が確実に閉じることを確認してください。 

③弁「開」テスト（自動安全復帰テスト） 
1） コントローラの弁「開」ボタンを押してください。 
2） 数秒以内に弁は一旦開き、再び閉じます。その後、タイマーのセット時間に応じて復帰

安全確認を行います。 
3） 所定時間経過後、圧力低下がなければ弁は「開」となります。 

 
      ＊自動復帰安全確認時間は、配管容量、漏洩検知量に合わせてコントローラの検査時間切替ス

イッチで切替可能です。 
 
    
 
 

１ｍあたりの配管容積       

口径（Ａ） 配管容積（㍑） 

２５ ０．５９ 

４０ １．３６ 

５０ ２．２０ 
 
 
 
 



      ④ガス漏れ警報機、その他の機器（感震器等）との連動テスト 
1） ガス漏れ警報機及びその他の機器を接続している場合は、それらの機器からの信号によ

り作動させて確認して下さい。詳細はコントローラの取扱説明書を参照してください。 
 

       ＊弁「開」テスト及び弁「止」テストでコントローラに異常表示がでた場合はコントローラ

の取扱説明書をお読みください。 
       ＊以上のテストは配管全体の気密試験ではありません。遮断弁を含めた配管全体の気密試験

は必ず別途行ってください。 
 
      《漏洩検知機能の確認》 
      ①遮断弁を含めた配管系統に２．３ｋＰａ～３．５ｋＰａの圧力でガスを封入してください。 
      ②コントローラの「止」ボタンを押して弁を閉じてください。 
      ③遮断弁下流側の配管内圧力を１．４ｋＰａ以下まで落とし（連続５秒以上）、その時コント

ローラに異常表示が出る事を確認してください。 
      ④コントローラの「リセット」ボタンを押して異常表示を止めてください。 
      ⑤コントローラの弁「開」ボタンを押して復帰安全確認後、正常に弁が開いたことを確認して

ください。 
 
      ＊配管容積等により１回では弁「開」にならない場合があります。その時には、もう１度④、

⑤の操作を繰り返してください。 
 
 

4  
維持管理 

 
 
     １年に１度はガス漏れ警報器による遮断等を含めた、システム全体の機能テストを行ってください。 
 
     お客様に以下の日常点検をして頂くようご説明ください。 

１）１日に一度は弁「開」「止」の操作を行ってください。 
      ２）ガスを使用しない場合は弁を閉じ、微少漏洩検査機能で配管内の漏れを検査してください。 
 

遮断弁は製造後１０年以上経過したものは、性能低下が予測されますので新品と交換してください。 
 


